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1. 第１財の限界効用は ∂U
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3となるので、
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（もちろん限界代替率=価格比でやってもいいし、ラグランジェ乗数法でも同じ。）

これを予算制約式 p1x1 + p2x2 = Y に代入して
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ゆえに
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2. 同様に
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3. これは微分では求められないので図で考える。無差別曲線は x1 = 2x2のところで直角に
曲がった L字型のものである。
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両方の財の価格が正だと、効用を最大にするのはちょうど曲がったところである。した
がって、x1 = 2x2を予算制約式に代入して

x∗
1 =

2Y

2p1 + p2
, x∗

2 =
Y

2p1 + p2
.

1


